












要約:産後精神障害の三重県下での prospective な疫学的調査を行った。その結果、1)三

重県で分娩した出産 1000 人当りの精神科受診率は年間 0.68 人で、精神科入院率は年間

0.11 人であり、欧米の調査結果と比較して、入院率は低いことが示唆された。診断分類

ではうつ病圏が全体の 83.4%を占め、従来指摘されているようにうつ病の割合が高いこと

が示された。2)EPDS を用いた保健所における乳児 4 ヵ月健診時の産後うつ病の横断的調

査(対象 2531名)では、11.7%の褥婦に産後うつ病の疑いがあり、妊娠中や産後 4ヵ月まで

の治療歴、男児の母親、初産婦などの産科的要因と有意な関連があった。3)妊娠後期から

産後 4 ヵ月までの縦断的調査では、特性不安の高い性格の妊婦は産後 1 ヵ月、3 ヵ月、4

ヵ月時点のうつ状態や不安と関連があり、初産婦や 24 歳未満の母親は産後に不安やうつ

状態に陥りやすい傾向があった。経時的な変化では産後 1ヵ月時に不安や抑うつ傾向の強

い 25 歳未満でかつ初産婦の母親は 3 ヵ月を経過してもなお不安や抑うつ状態が持続して

いることがわかった。また、在胎 36 週未満の母親は同様に産後 3 ヵ月を経過しても、抑

うつ状態が増悪したり、不安状態が持続していることが示唆された。


